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（専門科目）

注 意 事 項

１ 試験時間等

専門科目の試験問題数は８０問で，解答時間は２時間２０分です。

２ 受験番号等の記入方法

はじめに，解答用紙に学校名，氏名を記入してください。次に，右側の一番上の欄に受験

番号を記入し，その下のマークシートの欄には，受験番号の英字及び数字に対応する○を，

次表の例にならって塗りつぶしてください。

（例） 受験番号 Ａ０１２－３４５６Ｈ の場合
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平成２７年度
全国統一模擬試験

（精神専門）解答用紙

学校名 精 養 協 大 学

氏 名 精 養 協 子

（注意） この場合，０も必ず塗りつぶしてください。

社 会 福 祉 士
精神保健福祉士

３ 解答方法

� 出題形式は五肢択一を基本とする多肢選択形式となっています。各問題には１から５ま

で５つの答えがありますので，そのうち，問題に対応した答えを〔例１〕では１つ，〔例

２〕では２つを選び，解答用紙に解答してください。

〔例１〕 問題 ２０１ 次のうち，県庁所在地として，正しいものを１つ選びなさい。

１ 函館市

２ 郡山市

３ 横浜市

４ 米子市

５ 北九州市

正答は「３」ですので，解答用紙の

問題 ２０１ １ ２ ３ ４ ５ のうち，３ を塗りつぶして，

問題 ２０１ １ ２ ４ ５ としてください。



〔例２〕 問題 ２０２ 次のうち，首都として，正しいものを２つ選びなさい。

１ シドニー

２ ブエノスアイレス

３ 上海

４ ニューヨーク

５ パリ

正答は「２と５」ですので，解答用紙の

問題 ２０２ １ ２ ３ ４ ５ のうち，２ ５ を塗りつぶして，

問題 ２０２ １ ３ ４ としてください。

� 採点は，光学式読取装置によって行います。解答は，鉛筆を使用し， の外にはみ

ださないように濃く塗りつぶしてください。なお，シャープペンシルは問題ありません

が，ボールペンは使用できません。

良い解答の例………

悪い解答の例……… （解答したことになりません）

� 一度解答したところを訂正する場合は，消しゴムで消し残りのないように完全に消して

ください。鉛筆の跡が残ったり， のような消し方などをした場合は，訂正したこと

になりませんので注意してください。

� 〔例１〕の問題に２つ以上解答した場合は，誤りになります。〔例２〕の問題に１つ又は

３つ以上解答した場合は，誤りになります。

� 解答用紙は，折り曲げたり，チェックやメモなどで汚したりしないよう特に注意してく

ださい。

４ その他の注意事項

� 印刷不良や落丁があった場合は，手を挙げて試験監督員に連絡してください。

� 問題の内容についての質問には，一切お答えできません。

� 試験終了後，この試験問題はお持ち帰りください。

� この試験問題は，複製，譲渡，電子記録媒体への記録・転載等を固く禁じます。



精神疾患とその治療

問題 ８４ 次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 外因性精神障害とは，虐待や災害被害など極度のストレスが外部からかかったこ

とにより発生するものを指し，PTSDのほかパニック障害や睡眠障害もこれに該当

する。

２ DSM―５はアメリカ精神医学会により作成された診断分類で，多軸診断が用いら

れている。

３ ICD―１０はWHOにより作成された疾病分類であり，世界中で用いられている。

４ 内因性精神障害とは，外傷等で脳内に過度の力が加わり損傷した結果起こる精神

障害で，せん妄等の症状がある。

５ 心因性精神障害とは，統合失調症など心の病一般を指す言葉である。

問題 ８５ 次の症状と精神疾患の組み合わせのうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ せん妄 統合失調症

２ 保続 不安障害

３ 失声 解離性障害

４ 滅裂思考 躁病（双極性障害）

５ �走 注意欠如・多動症（注意欠如・多動性障害）
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問題 ８６ 統合失調症に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 統合失調症では，倫理や規範に背いたとして自分を責める内容の罪責妄想（罪業

妄想）がみられやすい。

２ 統合失調症の幻覚では，幻視よりも幻聴（幻声）のほうが一般的であり，なかで

も「対話する形の幻聴」は代表的である。

３ 統合失調症では，急性期に意識障害の一つとして，振戦せん妄がみられやすい。

４ 統合失調症では，急性期に意識障害の一つとして，昏迷がみられやすい。

５ 統合失調症では，幻聴によって思考が先に進まなくなることがあり，これを思考

制止という。

問題 ８７ 心理的検査法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 質問紙法による性格検査には，回答者が気づいていない潜在的な欲求や問題解決

傾向がわかる利点がある。

２ 文章完成検査（SCT）は不完全な文章に続く言葉を補って，意味の通る文章に

する質問紙法の一つである。

３ Ｐ―Ｆスタディは欲求不満場面の図版の人物に言葉を補って，意味をもつ状況に

する投影法の一つである。

４ 風景構成法は山や川といった図版を提示して，そこから連想される内容を尋ねる

投影法の一つである。

５ 投影法による性格検査では回答者が自分をよく見せたり，同情を引こうとしたり

する偏りを生じやすい。
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問題 ８８ 認知症を来す病態と原因に関する次の組み合わせのうち，正しいものを１

つ選びなさい。

１ 一酸化炭素中毒 大脳皮質障害

２ ハンチントン病 大脳基底核障害

３ レビー小体型認知症 大脳白質障害

４ 進行性核上性麻痺 感染症

５ 正常圧水頭症 プリオン

問題 ８９ アルコール依存症に関する次の組み合わせのうち，正しいものを２つ選び

なさい。

１ 離脱症状 精神依存

２ 小動物幻視 アルコール幻覚症

３ 失語 ウェルニッケ脳症

４ 作話 コルサコフ症候群

５ 交叉耐性 ベンゾジアゼピン

問題 ９０ うつ病（大うつ病性障害）に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ うつ病は，女性よりも男性に多くみられる精神疾患である。

２ うつ病は，心因性の精神疾患であり，その治療法の一つに精神療法があげられ

る。

３ DSM―５におけるうつ病の診断では，抑うつ気分の存在が必須である。

４ うつ病では，著しい体重減少や早朝覚醒がみられやすい。

５ うつ病の治療では，認知療法が第一選択であり，次に薬物療法を考える。
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問題 ９１ 薬物療法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 抗精神病薬は，ドーパミンによる神経伝達を促進する。

２ 抗うつ薬は抑うつ気分の症状が改善したらただちに服薬を終了する。

３ 抗不安薬の副作用としてパーキンソン症状・悪性症候群・遅発性ジスキネジアな

どがある。

４ 知的障害では，中枢神経刺激薬（メチルフェニデート）が有効なことがある。

５ 炭酸リチウムは治療濃度と中毒濃度が近接しているため，定期的に採血して血中

濃度を測定しながら使用していき，腎機能障害や甲状腺機能低下などの副作用が生

じていないか注意する必要がある。

問題 ９２ 精神療法に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 認知療法は，うつ病の治療法の一つであり，マイナス思考にはたらきかけ，合理

的な状況の受け止め方に導く治療法である。

２ 支持的精神療法は，患者の苦悩や行動を一切否定せず，いずれも積極的に支持す

ることにより，患者の自尊心を回復させる治療法である。

３ 力動精神療法（精神分析的精神療法）は，急性期を経過したのちの統合失調症に

有効な治療法である。

４ 森田療法は，力動精神療法の一つであり，自由連想法を用いて対象への過度のと

らわれを解消する治療法である。

５ 集団療法は，アルコール依存症の治療の一つとして有効であり，現在の我が国で

も広く行われている治療法である。
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問題 ９３ 精神科治療における人権擁護に関する次の記述のうち，正しいものを１つ

選びなさい。

１ 精神医療審査会は医療委員２名以上，法律家委員１名以上，当事者代表委員１名

以上で構成され，精神保健福祉センターで事務が行われる。

２ インフォームドコンセントは当事者に判断能力がない場合でも同意署名があれば

成立するので，速やかに同意署名を得るよう努めることが精神保健福祉士に求めら

れる。

３ 隔離の対象には「身体的合併症を有する患者について，検査及び処置等のため」

必要な場合も含まれる。
ひも

４ 「自殺企図又は自傷行為が著しく切迫している場合」は身近に拘束に用いる紐が

あると危険なので身体的拘束を行ってはならない。

５ 行動制限最小化委員会は各都道府県の精神保健福祉センターに設けられ，精神科

病院の行動制限実施状況を管理監督する。
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精神保健の課題と支援

問題 ９４ ２０１２年（平成２４年）８月に見直しが行われた自殺総合対策大綱に関する次

の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指す」ために，国と地方公

共団体は，自殺対策の取組みに緊密に連携を取り，協力することが明記された。

２ ゲートキーパーは原則的に誰でもなることができるが，医師，看護師，保健師，

精神保健福祉士である者以外は，ゲートキーパー養成研修会を受講することが義務

づけられた。

３ 子どもから高齢者まで支援を必要としている誰もが容易に均一な支援を受けるこ

とができるように，インターネットによる自殺関連情報を提供できるよう推進す

る。

４ 自殺企図の再発防止対策強化として，新たに自殺未遂者に対する自殺対策と的確

な支援が明記され，救急医療施設に精神科医の診療体制の整備を図ることになっ

た。

５ 養護教諭には，児童や生徒に対して命の大切さを実感できる教育，生活上の困難

やストレス場面に直面した際に対処できるようにストレスマネジメントを教えるこ

とが規定された。
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問題 ９５「厚生労働省の調査」における高齢者虐待の現状に関する次の記述のうち，

正しいものを１つ選びなさい。

１ 家族など養護者による高齢者虐待の相談・通報者の内訳をみると，介護支援専門

員が最も多い。

２ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の相談・通報者の内訳をみると，家族・親

族が最も多い。

３ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の種別で最も多いのは，心理的虐待であ

る。

４ 家族など養護者による高齢者虐待の種別で最も多いのは，心理的虐待である。

５ 家族など養護者による高齢者虐待で，虐待を行った者として最も多い続柄は夫で

ある。

（注） 「厚生労働省の調査」とは，「平成２５年度高齢者虐待の防止，高齢者の養護者

に対する支援等に関する法律に基づく対応状況等に関する調査結果」のことであ

る。

問題 ９６ 「心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き」に示され

ている５つのステップに関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 第１ステップとは，労働者が精神的不調を訴え始めた時期のことである。

２ 第２ステップとは，病気休業開始及び休業中のケアのことである。

３ 第３ステップでは，職場復帰の可否の判断及び職場復帰支援プランの作成をす

る。

４ 第４ステップでは，職場適応援助者（ジョブコーチ）による支援が開始される。

５ 第５ステップでは，職場復帰後のフォローアップを行う。

（注） 「心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き」とは，厚生労

働省により２０１２年（平成２４年）７月に改訂・公表されたものである。
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問題 ９７ 我が国の自殺及び自殺対策に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 「自殺総合対策大綱」による自殺対策の数値目標として，自殺死亡者の実数が２

万人より少なくなることを掲げている。

２ ２０１４年（平成２６年）中における自殺者の原因・動機が明らかなもののうち，その

原因・動機が「経済・生活問題」にあるものが最も多い。

３ 「自殺総合対策大綱」において政策対象となる集団ごとの実態を踏まえた対策を

推進するとして，自殺者数の多い若年層と高齢者層の二つの対象について取り上げ

られている。

４ 「自殺総合対策大綱」において個別的予防介入とは，過去に自殺未遂をした人な

ど，自殺行動のリスクの高い個人を対象とする対策のことである。

５ ２０１４年（平成２６年）中における自殺者数の年齢階級別自殺者数では，４０歳代が最

も多い。
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問題 ９８ いじめに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 文部科学省が推進するいじめ対策等総合推進事業においてスクールカウンセラー

の配置拡充は行われたが，スクールソーシャルワーカーの配置拡充は見送られた。

２ 平成２５年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（文部科

学省）によれば，いじめの態様は「冷やかしやからかい，悪口や脅し文句」といっ

た言語的ないじめが，「叩かれたり，蹴られたりする」という身体的ないじめの約

２倍で最も多い。

３ ２０１３年（平成２５年）に施行されたいじめ防止対策推進法における「学校」には，

小学校，中学校，高等学校，中等教育学校が含まれるが，特別支援学校は含まれな

い。

４ いじめ防止対策推進法では第１３条で「学校いじめ防止基本方針」の策定を義務づ

けており，２０１４年（平成２６年）１０月１日の調査結果によれば，すべての学校が策定

済みとなっている。

５ 我が国では，２００３年（平成１５年）の性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関す

る法律の制定により学校における性同一性障害に係る児童生徒への支援についての

対応が求められるようになってきているが，いじめや自殺との関連については言及

していない。
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問題 ９９ 「精神保健福祉資料（平成２４年度）」による精神科病院在院患者の状況に

関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ F２（統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害）の診断による在院患者総

数１７万３４１７人のうち任意入院が約４２％，医療保護入院が約５６％となっている。

２ F３（気分（感情）障害）の診断による在院患者は総数で２万６００８人だが，男性

患者が１万６２８６人で女性患者９７２２人の約１．７倍となっている。

３ 在院患者総数３０万２１５６人の入院形態別にみると，医療保護入院による在院患者数

が１６万２８０８人と，任意入院在院患者数１３万５７４０人を上回っている。

４ 措置入院の形態による在院患者には２０年以上の長期在院者は存在しない。

５ ２０年以上の在院となっている者は在院患者総数の１割を超える。

（注） 「精神保健福祉資料」とは，厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部精神・障

害保健課が，毎年６月３０日付で都道府県・政令指定都市に報告を依頼している調

査のことである。
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問題 １００ 「子どもの貧困対策法」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 「子どもの貧困対策法」は，貧困の状況にある１８歳以下の子どもが健やかに育成

される環境において教育を受ける機会が均等になるよう推進することを目的とした

法律である。

２ 国及び地方公共団体は，貧困の子どもに対する教育の支援，子どもと保護者に対

する生活支援や経済的支援，保護者に対する就業支援を行うために必要な施策を行

う。

３ 子どもの貧困対策会議は，子どもの貧困対策を総合的に推進するための枠組みづ

くりとして厚生労働省に設置される機関で，厚生労働大臣が会長である。

４ 都道府県や市町村には，子どもの貧困対策計画を策定することと，計画が変更さ

れた場合に遅滞なく公表することが義務づけられている。

５ 厚生労働省には，２年に１回，子どもの貧困の状況，子どもの貧困対策の実施状

況を公表することが義務づけられている。

（注） 「子どもの貧困対策法」とは，「子どもの貧困対策の推進に関する法律」のこ

とである。
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問題 １０１ アルコール問題と薬物依存に関する次の記述のうち，正しいものを２つ

選びなさい。

１ アルコール健康障害対策基本法では，酒類の製造・販売を行う事業者の努力義務

として，アルコール健康障害の発生，進行，再発防止に配慮するよう規定してい

る。

２ 近年では，覚せい剤取締法違反の検挙人員が急増している。

３ 近年では，いわゆる危険ドラッグに関する検挙人員は，必ずしも増加したとはい

えない。

４ 睡眠薬や抗不安薬は，医療機関から処方されたものであれば，依存や乱用になる

ことはない。

５ ダルク（DARC）は，薬物依存症からの回復を支援するリハビリテーション施設

である。

問題 １０２ 精神保健に関連する民間団体やその活動に関する次の記述のうち，正し

いものを１つ選びなさい。

１ 「全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）」は，２００７年（平成１９年）に結成

された精神障害当事者の自助活動を行う全国組織である。

２ 「元気回復行動プラン（WRAP）」は，精神障害当事者の自助活動として始めら

れた。

３ 「いのちの電話」は，自死遺族支援のために始められた。

４ 「アルコホーリクス・アノニマス（AA）」は，アルコール依存症患者の家族の

自助活動である。

５ 「えじそんくらぶ」は，自閉症当事者と家族の支援を行っている。
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問題 １０３ WHO（世界保健機関）の活動に関する次の記述のうち，正しいものを１

つ選びなさい。

１ メンタルヘルスアクションプラン２０１３－２０２０は，高所得国の人を対象にしたプラ

ンで，２０２０年までに達成すべきメンタルヘルスの目標や指標が設定されている。

２ 精神保健の格差に関する行動プログラム（mhGAP）は，全世界の人を対象にし

たプログラムで，科学的及び疫学的な根拠に基づいた包括的な精神保健介入のパッ

ケージが提示されている。

３ mhGAP介入ガイドは，精神保健の専門家を対象としたもので，精神疾患ごとに

アセスメントや介入方法が明示されている。

４ 認知症に関するWHOの報告書によると，世界の認知症人口は高所得国において

増加し，現状の対策のままだと，２０５０年には国連が推定する世界人口約９１億人のう

ち，認知症の発症数は１億人を超える。

５ 世界自殺レポートには，世界の優先課題として自殺の予防をあげており，その理

由として，自殺は世界中の国々で起きており，特に低・中所得の国で起きているこ

とが指摘されている。
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精神保健福祉相談援助の基盤

問題 １０４ 精神保健福祉士法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ ２０１０年（平成２２年）の改正では，「誠実義務」と「資質向上の責務」が追加され

た。

２ 精神保健福祉士は，医師その他関係者等と連携し，主治医がいる場合は医師の指

示のもとに支援を行う。

３ 精神保健福祉士でなくなった場合は，業務に関して知り得た情報を開示してもよ

い。

４ 日本精神保健福祉士協会は，精神保健福祉士が「秘密保持義務」に違反したとき

は，その登録を取り消し，又は期間を定めて精神保健福祉士の名称の使用停止を命

じることができる。

５ 社会福祉士と精神保健福祉士は，１９９７年（平成９年）に同時に国家資格化された。
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問題 １０５ 精神保健福祉士の役割や専門技術に関する次の記述のうち，最も適切な

ものを１つ選びなさい。

１ 医療機関等におけるチームの一員として，治療中の精神障害者に対する相談援助

を行う役割を遂行するため，チームの輪を乱さないことを最優先に業務を行う必要

がある。

２ 長期在院患者を中心とした精神障害者の地域移行を支援するにあたり，有効な方

法である包括型地域生活支援（ACT）を使えない状況下にあっても，他の手法を

活用することにより，地域移行を支援することが可能である。

３ 精神障害者は対人関係を苦手とすることが多いため，セルフヘルプグループなど

精神障害者本人が行う活動を支援する際には，精神保健福祉士主導で進めていかな

ければならない。

４ 就労支援において，精神保健福祉士はより自然な職場での人間関係を形成する支

援（natural support；ナチュラルサポート）のために，職場ではなく，精神障害者

本人にのみはたらきかける必要がある。

５ 関連分野における精神保健福祉の多様化する課題に対して相談援助を行うに当

たっては，自身が抱えている日常業務について余裕がある場合に行えばよい。
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問題 １０６ 日本精神保健福祉士協会倫理綱領に関する次の記述のうち，正しいもの

を１つ選びなさい。

１ 前文には国際ソーシャルワーカー連盟（IFSW）が２０００年７月に採択したソーシャ

ルワークの定義が記載されている。

２ 精神保健福祉士は，自分の専門性に誇りをもたなくてはならないため，特に他の

専門職から職種業務に関して受けた批判や評価を受け入れてはならない。

３ 精神保健福祉士は，本務であるクライエントとのかかわりを優先しなければなら

ないため，学生等の教育や実習指導について積極的に行う必要はない。

４ 精神保健福祉士は，クライエントの人権を尊重し，所属機関等が業務の改善や向

上が必要な際には，機関に対して適切・妥当な方法・手段によって，提言できるよ

うに努め，改善を図る。

５ クライエントを他機関に紹介する際，精神保健福祉士同士であれば個人情報や記

録の提供についてクライエントと協議する必要はない。

問題 １０７ ソーシャルワークのグローバル定義（２０１４年７月採択）に関する次の記

述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ ソーシャルワークは，社会変革と社会開発，社会的結束，および人々のエンパワ

メントと解放を促進する，理論に基づいた専門職であり学問である。

２ ソーシャルワークはソーシャルワークの理論，社会科学，人文学および地域・民
うた

族固有の知を基盤とすることが謳われている。

３ ソーシャルワーク専門職の中核的な任務として，社会変革・社会開発・社会的結

束の促進があげられ，人々のエンパワメントと解放については任務に含まれていな

い。

４ ソーシャルワークは人々と環境が相互に作用する接点に介入するものであるとい

う考え方については，改訂前のIFSWの定義と同様である。

５ ソーシャルワークの中核となる原理は，人権尊重と社会正義，社会的包摂（ソー

シャル・インクルージョン）とノーマライゼーションである。
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問題 １０８ 相談援助の理念に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ ノーマライゼーションとは，「スティグマ化されている集団の構成メンバーであ

ることに基づいて加えられた，否定的な評価によって引き起こされたパワーの欠如

状態を減らすこと」を目指すものである。

２ ラップ（Rapp, C. A.）は，「問題より可能性を，強制ではなく選択を，病気より

むしろ健康を見るようにする」という新たな認識を提供するとしたストレングスモ

デルを提唱した。

３ ニィリエ（Nirje, B.）はノーマライゼーションの原理を打ち立てたが，その対象

は知的障害者に限られていた。

４ 地域生活における自立とは，クライエント自らの自己決定に基づいて社会生活を

営み，すべてのことを自分だけで行えることをいう。

５ ソーシャル・インクルージョン（社会的包摂）とは，社会から孤立・排除された

人々を社会の構成員として受け入れ，問題解決を図ろうとする社会福祉の新しい理

念である。
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問題 １０９ 相談援助における権利擁護に関する次の記述のうち，正しいものを２つ

選びなさい。

１ 障害者の権利に関する条約について，我が国は現在も批准していない。

２ １９９１年に国連総会で採択された「精神疾患を有する者の保護及びメンタルヘルス

ケア改善のための諸原則」では，すべての精神病者は可能な限り地域において生活

し働く権利をもつとされている。

３ 精神障害者が自己決定をする場合，精神保健福祉士にはそのプロセスを支援する

ことが求められることもある。

４ 成年後見制度利用支援事業は，２０００年（平成１２年）の民法改正に伴って導入され

た障害者の権利擁護のための制度である。

５ 権利擁護において，ソーシャルワーカーはあくまでも中立的な立場に立って実践

を行うべきである。
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問題 １１０ 事例を読んで，精神保健福祉士の対応に関する次の記述のうち，最も適

切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ａさん（５０代，男性）は，２０代で統合失調症を発症し，現在は精神科デイケア（以

下，デイケア）を利用しながら，生活リズムを整え，就労支援事業所の利用を目指

している。将来的には，一般就労を希望している。このことをＡさんは仲のよいデ

イケアメンバーには話しているが，デイケアの担当のＢ精神保健福祉士には話すこ

とができていない。Ｂ精神保健福祉士はこの情報を他のメンバーから聞いて，Ａさ

んの希望を初めて知った。

１ Ａさんが就労移行支援事業所の利用を希望していることを他メンバーから聞いた

ことを伝え，自分の意見をはっきり言うことができなければ就職は難しいので，今

は就職をあきらめるよう勧める。

２ 面接を行ってもＡさんからの希望を直接聴き取れなかったため，本当のニーズで

はないと判断する。

３ 面接の際には，Ａさん自ら話してもらえるような雰囲気づくりを心がけ，たとえ

１回の面接で話してもらえなくても，Ａさんのタイミングを待つようにする。

４ Ａさんに，なぜ自分に相談できないのか，その理由を問い，今後はどのようなこ

とも自分に相談するよう指示する。

５ Ａさんの症状を把握するため，Ａさんの意思を確認する面接の前に，主治医に相

談をした。
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問題 １１１ ソーシャルワークの理論に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選

びなさい。

１ クレぺリン（Kraepelin, E.）は，成育歴などからパーソナリティを分析し，その

自我の強化によって環境適応力を向上させることを援助の目的とする精神分析論を

提唱した。

２ パールマン（Perlman, H. H.）は，人が生きること，社会的に機能することは問

題解決のプロセスであるとし，診断主義派と機能主義派の理論を取り入れたクライ

エント主体の問題解決アプローチを提起した。

３ ホリス（Hollis, F.）は，ソーシャルワークの取り扱う問題が個人的・内部的な要

因と環境的・外部的要因から成り立っていることを強調した。

４ ジャーメイン（Germain, C. B.）は，問題を病理状態の反映としてではなく，他

者，事物，場所，組織，思考，情報や価値などを含む生態系の要素間の相互作用の

結果とする，医学モデルを定義した。

５ ロビンソン（Robinson, V.）は，ソーシャルワークの初期の段階でワーカーはク

ライエントとの関係を重視し，クライエントに自己表現の機会を提供し，クライエ

ント自身が問題に直面していくことを重要視した。
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問題 １１２ 精神保健福祉にかかわる専門職に関する次の記述のうち，正しいものを

１つ選びなさい。

１ 社会復帰調整官は，保護観察所に配置され，出所する人の出所後の地域での生活

を支援する。

２ 精神保健福祉業務は，都道府県の精神保健福祉センターの精神保健福祉士が中心

に行っており，市町村には精神保健福祉士は配置されていない。

３ 精神保健参与員とは，地方裁判所から任命された精神保健指定医である。

４ 看護師には，精神科の専門的看護を行う精神看護専門看護師や精神科認定看護師

がいる。

５ ハローワークには障害者専門の担当職員が配置されているが，精神障害者の就労

をサポートするために特化した職員はまだ配置されていない。
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（精神保健福祉相談援助の基盤・事例問題１）

次の事例を読んで，問題１１３から問題１１５までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｃさん（１４歳，男性）は，中学２年生になってすぐに不登校となり，家にひきこ

もる生活が６か月以上続いている。そのことで，母親が，Ｄ精神保健福祉士のいる

相談機関を訪れた。

しかし，母親は，ひどく警戒している様子であった。家族や学校の担任以外にこ

のような相談を行うのが初めてということや，もともとの慎重な性格もあるのだろ

うと考え，Ｄ精神保健福祉士はまずはこの相談機関について，「ここは，Ｃさんの

ような状態にある子どもたちやそのご家族を対象に支援している専門の相談機関で

す。この事業が始まった平成２１年から６年ほど活動を行い，多くの子どもたちの支

援をしてきました。職員は，みんな精神保健福祉士や社会福祉士といった専門資格

をもっています。私たち以外にも連絡協議会をつくって，学校や行政機関，医療機

関などと連携をしているのですよ」と説明した。（問題１１３）

すると，母親は安心した様子で状況を話し始めた。その話から次のことがわかっ

た。Ｃさんはいじめがきっかけで登校を渋るようになったようだが，本人は詳しい

話をしてくれない。学校の担任に電話で相談したが話を聞いてくれず，すぐにス

クールソーシャルワーカーを紹介された。そこで，相談に行ったが，「本人から十

分話は聞いた。大丈夫だから放っておきなさい」の一点張りである。また母親自身

が不安や自責の念で気持ちが落ち込んで眠れなくなったので，Ｃさんには伏せて精

神科クリニックを受診したら，「軽いうつ病」とのことで睡眠薬の処方を受けてい

るのだという。（問題１１４）

Ｄ精神保健福祉士は，数回の面接ののち，母親に了解のうえで自宅を訪問するよ

うになった。最初は，Ｃさんも警戒して会ってくれなかったが，次第に会って話し

てくれるようになってきた。関係づくりができるなかで，Ｃさん自身が今の状況か

ら抜け出したいと話すようになった。（問題１１５）
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問題 １１３ 次のうち，Ｄ精神保健福祉士が所属している相談機関として，最も適切

なものを１つ選びなさい。

１ ひきこもり地域支援センター

２ 地域若者サポートステーション

３ 地域活動支援センターⅠ型

４ 発達障害者支援センター

５ 精神保健福祉センター

問題 １１４ 次の記述のうち，この時点でのＤ精神保健福祉士の助言内容として，適

切なものを２つ選びなさい。

１ スクールソーシャルワーカーの発言は問題なので，すぐに教育委員会に苦情を申

し立てること。

２ 担任には不登校の相談ではなく，それ以前のＣさんの様子を知りたいということ

で訪ねること。

３ Ｃさんのクラスの同級生に電話したり，下校時に話しかけたりするなどして情報

を得ること。

４ 父親に対応を任せて，母親は一切かかわらないようにすること。

５ 日をあらためて，再度，来所してもらうこと。

問題 １１５ 次の記述のうち，この時点でのＤ精神保健福祉士のＣさんに対する助言

内容として最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 転校を検討するよう伝えた。

２ 母親の病気のことを話し，一日も早く登校するよう伝えた。

３ 精神科デイケアの情報を伝えた。

４ 今の状況からどのように抜け出すか一緒に考えてみようと伝えた。

５ 今の生活を変えるためにＤ精神保健福祉士の所属している相談機関に来るよう伝

えた。
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（精神保健福祉相談援助の基盤・事例問題２）

次の事例を読んで，問題１１６から問題１１８までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｅさん（６３歳，男性）は統合失調症のため，Ｎ市内のＰ精神科病院（以下，Ｐ病

院）に約３０年間入院していた。入院中，Ｅさんは作業療法のプログラムには参加せ

ず，ベッドに横になって過ごすか，敷地内のベンチに腰をかけ，ぼーっと遠くを見

て過ごすことが多かった。Ｅさんには自宅があり，２年前に母親が他界してからは

空き家になっていた。交流のある親族もおらず，Ｅさんから「退院したい」という

言葉が聞かれることはなかった。しかし，Ｐ病院の医師や看護師，Ｇ精神保健福祉

士，地域活動支援センター（相談支援事業所併設）のＦ精神保健福祉士，障害福祉

サービス事業者がともに退院に向けて支援を行い，Ｅさんは２か月前に自宅へ退院

することができた。（問題１１６）

Ｅさんは退院後，日常生活自立支援事業と障害福祉サービスの居宅介護，宅配弁

当などを利用しながら単身生活を送っている。Ｅさんが最も楽しみにしているの

は，買い物で，Ｆ精神保健福祉士は，他の利用者宅を訪問するときや仕事への行き

帰りなどに，Ｅさんがスーパーの袋を両手に抱えて歩く姿をよく見かけた。

退院して１か月ほど経った頃，Ｅさんのゴミの出し方について近隣住民から苦情

が出た。Ｅさんに何度か注意したが改善されないため，訪問中だったヘルパーに対

して近隣住民がどうにかしてほしいと言ってきたとのことで，ヘルパーからＦ精神

保健福祉士に連絡が入った。（問題１１７）

また，Ｅさんは日付や時間についての認識が曖昧なため，通院日を間違えたり，

居宅介護の時間帯にどこかへ出かけていたりすることがたびたびあった。また，薬

を飲み過ぎることや飲み忘れることもよくあった。さらに，夏の暑い日に窓を閉め

切って過ごしていることもあり，関係者からは，熱中症や適切な服薬管理ができて

いないことによる病状悪化を心配する声があがった。Ｆ精神保健福祉士はケア会議

を実施するため，Ｐ病院や居宅介護事業所などの関係者と連絡を取った。また，場

所はＥさんから許可を得てＥさんの自宅とし，本人にも同席を求めた。（問題１１８）

― 24 ―



問題 １１６ 次の記述のうち，Ｇ精神保健福祉士やＦ精神保健福祉士がＥさんの退院

に向けて行った支援について，適切なものを１つ選びなさい。

１ 退院するためには生活リズムを整えなければならないので，Ｇ精神保健福祉士は

作業療法のプログラムに参加するようＥさんを説得した。

２ Ｇ精神保健福祉士は，Ｅさんについて情報収集することを通して退院に消極的な

理由を探り，Ｅさんにはどのようなはたらきかけが必要なのかを関係者で話し合っ

た。

３ Ｇ精神保健福祉士は，Ｅさんが退院に意欲的になるには主治医の説得が効果的と

考え，主治医にＥさんを説得してほしいと依頼した。

４ Ｅさんの自宅のガスや水道，電気が退院後すぐに使用できるように，Ｆ精神保健

福祉士が手続きをした。

５ Ｅさんが自宅で暮らすために必要と思われる家具や，使い勝手のよさそうな家電

をＦ精神保健福祉士が選び，自宅で生活できる環境を整えた。

問題 １１７ 次の記述のうち，この時点のＦ精神保健福祉士の対応として，適切なも

のを１つ選びなさい。

１ 適切にゴミを出すようＥさんを説得するため，ヘルパーとともにＥさん宅を訪問

した。

２ ゴミ出しの日にＦ精神保健福祉士自らが訪問することにし，ゴミ出しを代行し

た。

３ 苦情を言っている近隣住民に会い，「Ｅさんは約３０年間精神科病院に入院してい

たため，今後もゴミの分別が適切にできるようになる可能性はない」と伝えた。

４ 近隣住民が言っていた苦情の内容をヘルパーに確認するとともに，Ｅさん自身の

生活能力や認識を確認し，解決方法を検討した。

５ 「適切にゴミが出せないからといって，Ｅさんを責めるのは精神障害者に対する

差別だ」と，苦情を言っている近隣住民を批判した。
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問題 １１８ 次の記述のうち，Ｆ精神保健福祉士がケア会議を実施した目的につい

て，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 退院後の生活についてＥさん自身から話を聴き，関係者がもつ情報を出し合うな

かで，地域生活を継続していくための課題やストレングスを共有し，支援方法や

サービス内容の改善を検討するために実施した。

２ Ｅさんが地域生活を継続していくうえで生じている多くの課題について，Ｅさん

の問題点や身につけるべき生活能力を共有し，生活能力獲得のための指導方法を検

討するために実施した。

３ Ｅさんが地域生活を継続していくためにはあまりに課題が多く，再入院が必要で

あることを関係者で共有するために実施した。

４ Ｅさんが地域生活を継続していくためにはあまりに課題が多く，自分が支援して

いくには荷が重いことを伝え，関係者に自分を励ましてもらうために実施した。

５ Ｅさんが地域生活を継続していくうえで生じている多くの課題について，Ｅさん

自身が課題解決を図っていくことが重要であり，関係者はそれを見守る必要がある

ことを共有するために実施した。
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精神保健福祉の理論と相談援助の展開

問題 １１９ 次のうち，「精神保健福祉法」に規定されている精神障害者の定義とし

て，正しいものを１つ選びなさい。

１ 障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける

状態にある者

２ 障害があるため，長期にわたり職業生活に相当の制限を受ける状態にある者

３ 精神障害者の社会復帰の促進を図ることを目的とする施設を利用している者

４ 心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者

５ 統合失調症，精神作用物質による急性中毒又はその依存症，知的障害，精神病質

その他の精神疾患を有する者

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。

問題 １２０ 我が国における精神保健福祉関連の法制度の変遷に関する次の記述のう

ち，正しいものを１つ選びなさい。

１ １９１９年（大正８年）の精神病院法制定により，精神病者監護法は廃止された。

２ １９８４年（昭和５９年）に起きたライシャワー事件により，精神衛生法が精神保健法

に改称・改正された。

３ １９８７年（昭和６２年）の改正で精神保健法により，精神医療審査会制度が設けられ

た。

４ １９９５年（平成７年）の改正で「精神保健福祉法」により，人権擁護の観点から任

意入院制度が新設された。

５ １９９９年（平成１１年）の「精神保健福祉法」改正により，保護者制度が廃止された。
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問題 １２１ 精神科リハビリテーションの原則に関する次の記述のうち，正しいもの

を１つ選びなさい。

１ リカバリーは，治癒（cure）を土台にする。

２ 支援のなかで依存を増やすことは，結果的には当事者の自立につながる。

３ エンパワメントモデルでは，問題点と解決策を支援者が考える。

４ ラップ（Rapp, C. A.）とゴスチャ（Goscha, R. J.）は，ストレングスモデルの原

則として，医師こそが支援過程の監督者であるとしている。

５ ウィング（Wing, J. K.）は，精神科リハビリテーションがアセスメントを必要と

する理由の一つとして，残存する能力についてのみを発見するためとしている。
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問題 １２２ デイケアに通い始めて半年を過ぎたＭさん（３０歳，男性）は，Ｈ精神保

健福祉士に半年後くらいにアルバイトを始めたいという相談をした。Ｍさんは仕事

をした経験は最長で半年ほどで，長続きせずアルバイトも数回変わっている。仕事

そのものは真面目でマイペースにできるが，仕事を辞める理由は，仕事中の服薬に

ついて同僚から聞かれて答えられなかったり，休憩時間のコミュニケーションがう

まくできないことが苦痛になったということであった。

次の記述のうち，Ｈ精神保健福祉士がＭさんに対して今の段階で提供する支援と

して，適切なものを１つ選びなさい。

１ 服薬指導や服薬自己管理モジュールにより，服薬中の薬のことについて知識を得

る。

２ 答えにくいことを聞かれたときの対応の仕方をSST（社会生活技能訓練）で練習

する。

３ 就労継続支援Ｂ型を利用し，就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓

練を行う。

４ ハローワーク（公共職業安定所）に登録して，対人接触の少ない職場を探しても

らうように同行する。

５ 地域障害者職業センターで就職に向けての相談，職業能力等の評価，就職前の支

援を行う。
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問題 １２３ Ｊさん（２７歳，女性）は，統合失調症で精神科に通院中で，相談支援事

業所の精神保健福祉士に日常生活の相談を定期的に行っている。Ｊさんの病状には

波があり，一つのことが気になりだすと，被害的他罰的な感情が次々とあふれ話が

まとまらないことがしばしばである。ある日の面接でＪさんは緊張が高い様子で，

同居する家族から仕事をしないなら家から出て行くようにと言われたと話し，自分

が病気になったことの辛さと家族に対する怒り，また将来を悲観する話を延々と話

した。精神保健福祉士は受容的に聞いていたところ，Ｊさんはふと黙ってしまっ

た。

次の記述のうち，精神保健福祉士が面接を効果的に行う方法として，適切なもの

を１つ選びなさい。

１ Ｊさんの緊張を和らげるよう，常に視線を外すように心がけた。

２ Ｊさんは混乱しているようなので，被害妄想が出ていることを伝えた。

３ Ｊさんの今の気持ちにふれるとさらに混乱を増すので，事実の確認に徹した。

４ Ｊさんが黙ってしまったときには，その空間を共有した。

５ Ｊさんの話がまとまらないため，話を要約して終了した。
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問題 １２４ チーム医療に関する次の記述のうち，適切なものを２つ選びなさい。

１ チームは，患者の目標に応じて，または回復の段階に応じて構成され，クリティ

カルパスの積極的な導入も行われる。

２ 急性期の患者が治療を受ける病棟でも，精神保健福祉士は退院後を視野に入れた

環境調整，家族調整等を同時進行で進める必要がある。

３ デイケアは施設基準により多職種で構成されることが決められているため，医療

専門職のみがチームを組んで，療養支援及び生活支援を含めたリハビリテーション

を行っている。

４ 精神科医療機関において実施されるアウトリーチでは精神保健福祉士はチームに

所属するが，作業療法士や臨床心理技術者はアウトリーチチームには属さない。

５ ピアサポーターを含めた多職種チームによるアウトリーチの必要性や効果が実証

されているが，アウトリーチの活用事業についてはまだ予算化されていない。

問題 １２５ 家族心理教育プログラムに関する次の記述のうち，適切なものを１つ選

びなさい。

１ 家族が対象であり，対象者は，配偶者，親，兄弟，姉妹，子どもに限られる。

２ 教育的対応が必要なため，決められたパッケージプログラムを提供する。

３ 精神障害者に対する家族のこれまでの対応を反省することから始める。

４ プログラムは主に家族が医療機関に出向いて行われる。

５ 家族同士の交流はプログラムの効果を高める。
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問題 １２６ 精神保健福祉領域におけるスーパービジョンに関する次の記述のうち，

適切なものを１つ選びなさい。

１ 精神保健福祉士法では「認定スーパーバイザー」によるスーパービジョンを受け

ることが義務づけられている。

２ ライブ・スーパービジョンでは，精神保健福祉士とクライエントの援助場面に

スーパーバイザーが同席し，直接助言等を行う。

３ スーパービジョンを実施しても，バーンアウトや離職の防止は期待できない。

４ ピア・スーパービジョンとは，ピアスタッフ（当事者スタッフ）同士のスーパー

ビジョンのことである。

５ 精神保健福祉援助実習における実習担当教員の指導は，スーパービジョンに該当

しない。

問題 １２７ 医療機関で実施されているさまざまな療法に関する次の記述のうち，正

しいものを１つ選びなさい。

１ SSTでのモデリングを行う際のモデル役は，必ずコリーダーに担ってもらう。

２ 精神科作業療法は，診療報酬においては入院患者のみを対象としている。

３ 精神科デイケアにおいては，当事者主体なのでスタッフ主導のプログラムは行わ

ない。

４ 家族心理教育は対処能力の向上のみを目的に行われる。

５ IPSは，福祉的就労よりも一般就労を目指す取組みである。
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問題 １２８ Ｋさん（５２歳，男性）は頻回の入退院を繰り返してきたが，今回は地域

での可能な限りの支援を目指すため，精神保健福祉士がＫさんのアセスメントを行

い，個人や地域に関する情報収集や課題分析によりニーズを明確にし，その充足に

向けて社会資源を検討することにした。Ｋさんは単身で身寄りがなく，これまでも

退院後は服薬管理ができず再発につながることが多かったが，さまざまな機関が支

援することで，地域生活を継続させていくことを目指した。

次の記述のうち，精神保健福祉士が用いる援助技術として，適切なものを２つ選

びなさい。

１ クライエントの病理や障害を中心に現在困っていることに焦点をあて情報を収集

する。

２ 国際生活機能分類（ICF）モデルに基づいてクライエントとクライエントを取り

巻く環境に関する情報を収集する。

３ クライエントから得られた顕在化されたニーズに焦点をあて，今ここでの解決し

ていく課題にしぼって明確化する。

４ 課題分析では，家族構成図としてエコマップや社会資源関係図のジェノグラムを

作成するマッピング技法を活用する。

５ 地域に関する情報収集では，地域住民が主体的に課題解決ができるように，アク

ションリサーチなどの手法を活用する。
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問題 １２９ 「障害者ケアガイドライン」（２００２年（平成１４年）３月厚生労働省）に基

づくケア計画の作成に関する次の記述のうち，適切なものを１つ選びなさい。

１ ケア計画は，本人のニーズを現実の社会資源に適合するよう修正して作成され

る。

２ 長期目標は，非現実的なものであっても本人の希望を重視する。

３ 短期目標は，既存の社会資源を組み立てて提示するものである。

４ ケア計画作成会議は，障害者ケアマネジメント従事者が決定した計画を提示する

場である。

５ ケア計画実施段階では，それぞれの専門職が個別で支援を完結させる。

問題 １３０ 社会資源に関する次の記述のうち，適切なものを２つ選びなさい。

１ 「情報」は社会資源ではない。

２ 「自宅で飼っているペット」は社会資源となる。

３ 「金銭」は社会資源ではない。

４ 個人のニーズは終始一貫するわけではない。

５ 精神保健福祉士は所属機関内で地域のニーズを把握することが必要である。
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問題 １３１ 「障害者総合支援法」に基づく地域移行支援・地域定着支援に関する次

の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 都道府県障害福祉計画では，入院期間が１年以上である長期在院者数の削減目標

値を設定することが適当であるとされる。

２ 市町村が，一般相談支援事業者の指定を行うこととなっている。

３ 協議会では，地域移行・地域定着に関する地域相談支援の支給決定を行う。

４ 基幹相談支援センターは，地域移行支援・地域定着支援におけるサービスの実務

を担う。

５ 地域移行支援・地域定着支援に関するサービス等利用計画の作成は一般相談支援

事業者が担う。

（注） 「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律」のことである。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題１）

次の事例を読んで，問題１３２から問題１３４までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ａさん（６１歳，男性）は３年前に早期退職してからは，これまでの仕事一筋の生

活とは打って変わってのんびりとした日々を過ごしていた。特にこれまでできな

かった旅行や家族との団らんに時間を使うようにしていた。Ａさんの妻は６０歳の専

業主婦で，子どもは３１歳（長男）と２８歳（長女）でそれぞれ家庭をもっており，顔

を合わせるのは盆と正月の孫を連れての帰省のみである。

Ａさんは１か月前に妻と買い物にいった際に，買ったものをその場に忘れてきた

り，妻との約束の場所や時間を忘れて先に帰ってしまうということがあった。また

別の日に１人で出かけた際には，車を止めた場所がわからなくなったり，電話をか

けられなくなったり，自分がどこにいるのか，どうやってそこに来たのかを忘れて

しまい，警察から連絡があった。心配した妻がＡさんを連れて総合病院を受診した

結果，Ａさんはアルツハイマー病と診断され，病院に併設する医療相談室のＢ精神

保健福祉士を紹介された。（問題１３２）

診断を受けてから１年が経過した頃から，Ａさんの物忘れが次第にひどくなり，

会話もうまくできなくなり，これまでの生活が一変した。妻は，夫の病気のためこ

の先どうなるのかの不安に加えて，自分１人でＡさんの世話をすることへの不安

や，近隣へどのように説明してよいのかわからず途方に暮れていた。これからＡさ

んの生活をどのように支援していくかについて，妻はＢ精神保健福祉士と相談し

た。（問題１３３）

１年が経過した頃，妻は献身的な日々の介護のためその介護疲れが蓄積し，また

段々と様子が変わっていくＡさんを目の当たりにして精神的な打撃は大きく，最近

はうつ傾向になり，介護も思うようにできなくなってきた。長女はできる限り実家

に立ち寄って，母親と交代でＡさんの介護をするようにしているが，子どもがまだ

幼いため頻繁には来ることができない状態である。また妻はＡさんの発症後から近

所との付き合いが少なくなり，家でもほとんどＡさんと２人きりで付きっきりの状

態であることをＢ精神保健福祉士に相談した。（問題１３４）
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問題 １３２ 次の記述のうち，Ａさんの認知症との診断直後に行われたＢ精神保健福

祉士の妻への面接の内容として，適切なものを１つ選びなさい。

１ アルツハイマー型認知症と血管性認知症との違いについて，医学的な説明に加え

て福祉的な見方についての説明を行う。

２ 妻に対して今後何をすればいいのか積極的に指示し，生活に役立つ制度の手続き

をすぐに行うように促す。

３ 妻が主治医から聞いた話についてその内容を確認し，間違った理解があればしっ

かりと訂正をする。

４ 妻の不安を聞いてもらえるよう，同じ病気になった人の家族のための家族会をす

ぐに紹介する。

５ 妻の気持ちをしっかりと聞き，わかりやすい言葉で質問を工夫しながら不安な思

いや心配なことなどを受け止める。

問題 １３３ 次のうち，この時点でＡさんが活用できる社会資源として，適切なもの

を１つ選びなさい。

１ 地域包括支援センターの利用

２ 地域活動支援センターの利用

３ 地域生活定着支援センターの利用

４ 保護司への相談

５ メンタルフレンドの利用
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問題 １３４ 次のうち，この時点でのＡさんの妻に対する支援について，最も適切な

ものを１つ選びなさい。

１ 認知症サポーターの利用

２ キャラバン・メイトの利用

３ 成年後見制度の利用

４ 認知症カフェの利用

５ 救護施設の利用
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題２）

次の事例を読んで，問題１３５から問題１３７までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｃさん（３６歳，男性）は大学卒業後，プログラマーとして勤務していたが，日々

の残業で心身ともに参ってしまい，３年で退職した。数年後「ある宗教団体に追い

かけられている」などと奇異なことを話すようになり，母に連れられ精神科病院を

受診し，統合失調症と診断され定期的な通院を始めた。３０歳代前半になり，母親が

高齢者施設に入所してからは単身生活となり，この頃より通院が不定期となる。そ

の後，自宅にひきこもるようになり，一方で母親の施設に対して「兄が母を病気に

している」「母に会わせろ」などといった暴言や押しかけるなどの迷惑行動がひど

く，兄から入院の希望があった。保健所等もかかわり，通院していた精神科病院に

兄の同意で医療保護入院となった。（問題１３５）

入院後，数か月で症状もだいぶ落ち着いてきていたため，退院の話があがったが，

キーパーソンである兄は，「見守りのある環境でないと心配だ」と話し，グループ

ホームへの退院を希望した。しかし，Ｃさんは共同生活に抵抗があり，単身で生活

することを希望した。そこで，Ｃさん，兄，主治医，担当看護師，精神保健福祉士

にて話し合いの機会がもたれた。（問題１３６）

さまざまなサービスを組み合わせたうえで，アパートへの退院を目指すことと

なった。サービスを紹介するなど，退院支援を進めるにあたり，地域移行支援の利

用を家族，本人へ提案し了解が得られたため，申請し利用開始となった。

支援員とともに，退院を検討している地域の通所施設を見学し，その施設に何度

か通うといったことを行い，擬似的な退院後の生活をイメージできるような体験を

数回繰り返した。

退院先は確保できたが，金銭管理及び服薬管理の２点が課題として残っていた。

Ｃさん，兄，主治医，支援員，担当看護師，通所予定の施設職員，福祉事務所担当

ケースワーカー等を交えケア会議を行い，上記について検討した。（問題１３７）

Ｃさんは服薬管理や金銭管理についての課題をクリアした後，半年ほどでアパー

トへ退院となった。
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問題 １３５ 次の記述のうち，この時期のＣさんに対するリハビリテーション計画の

立案として，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 入院直後の要安静期から作業療法を導入する。

２ 急性期治療が優先されるので，この時期にリハビリテーション計画の立案の必要

はない。

３ １週間から２週間の絶対臥褥期間を過ごす。

４ 退院後の導入を視野に入れ，精神科デイケアへの日中通所を検討する。

５ Ｃさんの生活背景や病状の程度，家族関係，さらには利用可能な社会資源などの

情報収集を行う。

問題 １３６ 次の記述のうち，このときのケア会議で提案された計画として，適切な

ものを２つ選びなさい。

１ グループホーム入所に向けて，見学を行う計画を立てる。

２ 精神医療審査会へ退院請求を行う。

３ 金銭管理や食生活など一人暮らしに向けた社会生活力向上のリハビリテーション

プログラムへの参加を検討する。

４ 就労に向けて地域障害者職業センターの利用を検討する。

５ 本人が希望しているアパート単身生活を検討する。

問題 １３７ 次のうち，金銭管理に課題のあるＣさんが利用するサービスとして，最

も適切なものを１つ選びなさい。

１ 日常生活自立支援事業

２ 居宅介護（ホームヘルプ）

３ 精神科訪問看護

４ 行動援護

５ 地域若者サポートステーション
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題３）

次の事例を読んで，問題１３８から問題１４０までについて答えなさい。

〔事 例〕

会社員のＤさん（４８歳，男性）は，大学卒業後，営業職として就職した。就職後

は真面目な勤務態度や能力が評価され，上司や同僚からの評価も高かった。もとも

と酒が好きで仕事帰りに飲酒することが多かったが，３５歳頃，中間管理職になった

頃から若手社員が自分の指示どおりに動かないストレスや，仕事の悩みを誰にも打

ち明けられない辛さを紛らわそうとして飲酒量が増えた。

その後，飲酒による無断欠勤や取引先とのトラブル，泥酔して公園のベンチで寝

るなどの行動がみられたため，妻や上司の勧めでＱ精神科病院を外来受診したとこ

ろ，アルコール依存症と診断された。入院を勧められ，本人はまだ半信半疑であっ

たが，妻と上司の強い説得の末，即日入院となった。（問題１３８）

入院時，主治医や担当のＥ精神保健福祉士からアルコール依存症者の自助グルー

プへの参加を勧められたが，Ｄさんは「必ず自分の力で酒をやめます」と頑なに拒

み，３か月の入院期間を経て退院，職場に復帰した。

しかし，退院した３日後から飲酒を再開し連続飲酒状態となったため，今回は自

分の足でＱ精神科病院へ向かい，入院治療を求めた。２回目の入院時からは，Ｅ精

神保健福祉士が勧める断酒会の例会に参加した。（問題１３９）

参加当初はメンバーの体験談も同じ話の繰り返しのように思え，つまらなく感じ

ていたが，次第に自分が起こした失敗やたどってきた経過と非常に似ていることに

驚き，同じ問題を抱える仲間がいることに安心感を抱くようになった。Ｑ精神科病

院を退院した後は継続して断酒会に参加しており，現在まで再飲酒することなく安

定した生活を送っている。Ｄさんは今，断酒会のなかではアドバイザーとしての役

割を担うようになり，新入会員の相談に乗る一方で，保健所からの依頼で，酒害相

談員としてアルコール依存症の回復者の視点から来談した家族等の相談にも応じて

いる。（問題１４０）
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問題 １３８ 次のうち，この時点にとられたと考えられる入院形態として，最も適切

なものを１つ選びなさい。

１ 措置入院

２ 緊急措置入院

３ 医療保護入院

４ 任意入院

５ 応急入院

問題 １３９ 次の記述のうち，アルコール依存症者の自助グループについて適切なも

のを１つ選びなさい。

１ 自助グループはアルコール依存症者の回復に効果があるため，強制的に参加して

もらうことが望ましい。

２ グループ内でトラブルが生じた場合も，メンバーの自主性や立場を尊重するため

に精神保健福祉士は一切関与すべきではない。

３ 精神保健福祉士は自助グループの運営に積極的にかかわり，グループをリードす

る役割が求められている。

４ メンバーと精神保健福祉士の関係は対等であるので，グループのなかでの役割に

ついても分担し，どちらかに負担がかからないよう配慮しなければならない。

５ アルコール依存症の当事者が中心であるので，精神保健福祉士はグループを側面

的に援助することに徹する。
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問題 １４０ 次の記述のうち，Ｄさんがアルコール依存症から回復するのに役立った

と考えられるものとして，適切なものを２つ選びなさい。

１ 一度は自分の力だけで断酒しようと努力したこと。

２ 同じ経験をもつ仲間と出会うことができたこと。

３ 元来，仕事の悩みを誰にも打ち明けず，自己解決しようとする我慢強さを持ち合

わせていたこと。

４ Ｄさんが二度にわたる入院をしたが，職場を解雇されなかったこと。

５ 現在，アルコール依存症で苦しんでいる人をサポートすることができたこと。
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（精神保健福祉の理論と相談援助の展開・事例問題４）

次の事例を読んで，問題１４１から問題１４３までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｆさん（２３歳，男性）は，高校卒業と同時に大学の法学部へ進学したが，大学で

は友人や教員とのトラブルが絶えなかった。それについて，Ｆさん自身は「自分は，

正直な意見を言っているのに，周りの人たちは自分の話を理解してくれない。だけ

ど，こういうことは，よくあることだろう」と考え，人間関係に苦痛は感じていな

かった。しかし大学３年時に，ゼミの教授と大喧嘩をし，その日のうちに大学を退

学した。そしてＦさんは，「何か資格があれば仕事に困らないし，周りの人たちも

自分を専門家と認めて，意見を聞き入れてくれるに違いない」と考えるようになり，

「求人数が多いらしい」という理由で，看護学校へ入学した。しかし，そこでも人

間関係は大学と同様で，入学半年後には，教員から「他の人と会話をするときには，

相手の行動をよく見て，言葉の意味を考えましょう」と伝えられた。Ｆさんは，「先

生なのに，自分を悪者にするのか！」と激怒し，すぐに退学の手続きをとった。

そして，ハローワークへ出向いてみた。入口で，「心の不調に関する相談窓口が

あります」と書かれたポスターがＦさんの目にとまり，「何だかイライラしている。

これは心の不調かな」と感じ，相談を依頼した。

精神障害者雇用トータルサポーターで精神保健福祉士であるＧサポーターは，Ｆ

さんのこれまでの経緯を聞き，「発達障害かもしれない」と感じた。（問題１４１）

ＧサポーターはＦさんに，小学校時代の様子を聞いてみた。するとＦさんは，「成

績は普通だったけど，同級生や先生の話すことは意味がわからなかったので，友達

は１人もいなかった」と話した。そこでＧサポーターは，まず，就労支援として，

Ｆさんと何回か面接を行うことが必要と考えた。（問題１４２）

Ｇサポーターは面接のなかでＦさんの人間関係のエピソードを確認，それがＦさ

んの社会生活に影響を及ぼした可能性があることをＦさん自身が理解できるよう，

丁寧な話し合いを行った。そして，Ｆさんの将来の希望を聞き，「これから人間関

係で困らないようにするために，就労に向けたコミュニケーションのトレーニング

を受けてみてはいかがでしょう？」と提案すると，Ｆさんは同意した。（問題１４３）
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問題 １４１ 次の記述のうち，発達障害が疑われるＦさんについて，その障害特性に

関係がある出来事として，あてはまるものを２つ選びなさい。

１ Ｆさんが，法学部を退学して，専門性が全く異なる看護学校へ入学したこと。

２ Ｆさんが，「求人数が多いらしい」という理由で看護学校へ入学したこと。

３ Ｆさんが，人間関係でトラブルを多発しているにもかかわらず，そのことに困っ

ていないこと。

４ Ｆさんが，資格があれば仕事に困らないと考えたこと。

５ Ｆさんが，短い年月の間に，人間関係のトラブルが原因の退学を繰り返している

こと。

問題 １４２ 次の記述のうち，Ｇサポーターが「まず，就労支援として，何回か面接

を行うことが必要」と考えた理由について，適切なものを２つ選びなさい。

１ Ｆさんと信頼関係を形成するために，ある程度の期間が必要と考えたため。

２ Ｆさんが「同級生や先生の話すことは意味がわからなかった」と言ったため，説

明に時間がかかると考えたため。

３ Ｆさんが「友達は１人もいなかった」と言ったため，まず，Ｇサポーターと「友

達づきあい」を経験することが必要と考えたため。

４ Ｆさんが，自分の課題を理解するためには，丁寧に段階を経る必要があると考え

たため。

５ Ｆさんの診断名について，慎重に判断する必要があると考えたため。
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問題 １４３ 次のうち，Ｇサポーターが提案した「就労に向けたコミュニケーション

のトレーニング」について，現在のＦさん（精神障害者保健福祉手帳は所持してい

ない）が利用することが有効な社会資源として，最も適切なものを１つ選びなさ

い。

１ 地域障害者職業センター

２ 障害者職業能力開発校

３ 就労継続支援（A型・B型）

４ 教育訓練給付金

５ 障害者を雇用する特例子会社
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精神保健福祉に関する制度とサービス

問題 １４４ 「精神保健福祉法」における入院制度に関する次の記述のうち，正しい

ものを１つ選びなさい。

１ 任意入院では，いかなる場合も退院制限を行うことはできない。

２ 都道府県知事による，改善命令等を受けた精神科病院に対する任意入院患者の定

期病状報告の制度を設けている。

３ 措置入院にあたって，精神科病院の管理者は，市町村長を経て措置入院者の病状

に関する報告を都道府県知事に行うこととされている。

４ 応急入院の対象には，家族等の同意が得られない者は含まれていない。

５ 医療保護入院において，当該精神障害者の居住地を管轄する市町村長の同意によ

る入院の制度は廃止されている。

（注） 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」のこ

とである。

問題 １４５ 「精神保健福祉法」に定められる退院後生活環境相談員に関する次の記

述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 退院後生活環境相談員１人につき，配置の目安は６０人以下の医療保護入院者を担

当することとされている。

２ 地域資源の情報を把握し，収集した情報を整理するよう努めなければならない。

３ 退院後生活環境相談員は，当該医療保護入院者の入院から５日以内に選任されて

いる。

４ 退院後生活環境相談員となる者の資格には，介護福祉士も含まれている。

５ 医療保護入院者及びその家族と相談を行った場合，その相談内容を，相談記録や

看護記録等に記録しておく必要はない。
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問題 １４６ Ｊさん（４２歳，男性）は，妻と５歳の娘，２歳の息子との４人暮らしで

ある。Ｊさんは交通事故による頭部外傷により高次脳機能障害と診断された。Ｊさ

んは疲れやすくなったうえ，新しい出来事を記憶することや順序立てて行動するこ

とが困難になった。Ｊさんは会社を辞め，妻の支援を受けながら自宅療養を続けて

いたが，次第に自分の障害状態や今後の生活について不安を感じるようになった。

Ｊさんは妻とともに保健所を訪れ，利用できる福祉サービスがないか相談すること

にした。保健所のＨ精神保健福祉士は，Ｊさんが利用できる可能性のある制度につ

いて説明した。

次の記述のうち，保健所のＨ精神保健福祉士がＪさんと妻に説明した高次脳機能

障害の支援施策として，正しいものを２つ選びなさい。

１ 国立障害者リハビリテーションセンター内に設置された高次脳機能障害情報・支

援センターでは，高次脳機能障害支援に関する情報をホームページで発信してい

る。

２ 高次脳機能障害によって精神障害者保健福祉手帳を申請する場合，交付決定業務

は精神保健福祉センターで行う。

３ 高次脳機能障害は，「障害者総合支援法」の介護給付や訓練等給付の対象となら

ないため，インフォーマルな社会資源が担う役割は大きい。

４ 市町村は，専門性の高い相談支援事業として，高次脳機能障害及びその関連障害

に対する支援普及事業を行わなければならない。

５ 高次脳機能障害は障害年金の対象とならないため，地方自治体が独自に実施して

いる経済的支援制度を利用する。

（注） 「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律」のことである。
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問題 １４７ 発達障害者支援センターに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ 発達障害者支援センターは，「障害者総合支援法」に基づき都道府県・指定都市

に設置されている。

２ 発達障害児とその家族に対する支援は，発達障害者支援センターではなく児童発

達支援センターで行う。

３ 発達障害者支援センターでは，発達障害者に対し，専門的な発達支援とともに就

労の支援を行う。

４ 発達障害者支援センターの支援対象には，注意欠陥多動性障害は含まれない。

５ 発達障害者支援センターの運営は，委託ではなく地方公共団体が自ら行わなけれ

ばならない。
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問題 １４８ 就労継続支援Ｂ型事業所に勤務するＡ精神保健福祉士のもとに，Ｂさん

（４２歳，女性）の母親が相談に訪れた。Ｂさんの母親（７０歳）は自分が死亡した後

のＢさんの経済状況を心配しており，離婚した夫とは２０年以上音信不通で，Ｂさん

には母親のほかに頼りにできる親戚もいないこと，Ｂさんには障害基礎年金（２

級）と月に３万円程度の就労継続支援B型事業所からの収入があるがそれだけで生

活できるのか心配なこと，自分の死後に備えてできるだけ預貯金していることを苦

しそうに語った。Ａ精神保健福祉士は，Ｂさんの母親の不安を受け止めたうえで，

精神障害者に対する経済的支援制度について説明を行った。

次の記述のうち，Ａ精神保健福祉士がＢさんの母親に説明した経済的支援制度に

ついて，正しいものを１つ選びなさい。

１ Ｂさんが障害基礎年金を辞退しなければ生活保護の申請ができないことを説明し

た。

２ 母親の死亡後は，障害基礎年金に併せて特別障害給付金も利用できることを説明

した。

３ 心身障害者扶養共済制度の申請方法について説明した。

４ Ｂさんは，Ｂさんの母親が残した預貯金を活用した後でなければ生活保護の対象

とならないことを説明した。

５ 親が子である障害児者に残す預貯金については，相続税の対象にならないことを

説明した。

― 50 ―



問題 １４９ Ｃさん（６７歳，男性）は精神科病棟に入院中である。あるとき，主治医

よりＣさんの社会復帰の支援に関して，病棟担当のＤ精神保健福祉士に依頼が入っ

た。Ｃさんは今回の入院中に両親が他界してしまい，全く身寄りのない状態である

が，院内での生活はほぼ自立できており，精神症状も落ち着いている。ただし金銭

管理はおぼつかない面があり，２週間ごとに渡されるこづかいを早々に使い込んで

しまい，結果他の患者に借金をしたことが複数回ある。Ｃさん自身に話を聞いて

も，２か月分がまとめて支給される年金を自己管理して計画的に使っていく生活の

イメージがわかないと不安をもらしていた。Ｄ精神保健福祉士はＣさんの社会復帰

には日常生活における金銭管理の問題への取組みが必要であると感じた。

次のうち，Ｃさんの社会復帰の支援を行うＤ精神保健福祉士が，支援協力を求め

る可能性の最も高い専門職として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 精神保健福祉センターの精神保健福祉相談員

２ 福祉事務所の現業員

３ 日常生活自立支援事業を担当する専門員

４ 社会復帰調整官

５ 福祉活動専門員
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問題 １５０ 「医療観察法」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 「医療観察法」の対象となる者は，刑法に規定されている，殺人，強盗，放火，

強姦，強制わいせつ，傷害にあたる行為をした者すべてである。

２ 「医療観察法」における審判とは，「疾病性」「治療反応性」という二つの評価軸

と時間軸を組み合わせて医療の必要性を判断することである。

３ 指定入院医療機関からの退院は，入院期間中に開催される治療評価会議の結果を

もって指定入院医療機関の管理者が決定する。

４ 通院医療の期間は原則３年間であるが，通院医療の継続が必要とされる場合は，

指定通院医療機関の管理者が通院医療の期間の延長を地方裁判所に申し立てる。

５ 「医療観察法」の通院医療の期間であっても，一般の精神科病院に「精神保健福

祉法」における任意入院をすることは可能である。

（注） 「医療観察法」とは「心身喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及

び観察等に関する法律」のことである。

問題 １５１ 「医療観察法」における精神保健参与員に関する次の記述のうち，正し

いものを１つ選びなさい。

１ 通院医療を受ける対象者について，本人や家族，保護観察所，関係機関との協議

のうえ処遇実施計画を作成する。

２ 検察官から申立てを受けた地方裁判所は，対象者の処遇を決定するために，裁判

官と精神保健審判員，精神保健参与員各１名で合議体を構成する。

３ 審判においては，対象者の社会復帰について，社会福祉，精神保健福祉及び権利

擁護の視点から意見を述べる。

４ 対象者の指定入院医療機関での入院医療の期間に，対象者の治療や入院中の生活

状況を見守る精神保健観察を行う。

５ 精神保健福祉士として相談援助業務に５年以上従事した者で研修会を受講した者

が，１年ごとに地方裁判所から選任される。
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問題 １５２ 社会調査に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 量的調査の場合，調査協力者の匿名性が担保されるので，調査協力者に対して，

調査目的や意義などを事前に説明する必要はない。

２ エスノグラフィーは参加観察法の一つである。

３ 順位尺度とは，回答カテゴリー間に大小や高低などの順位性があり，回答カテゴ

リー間の間隔も等間隔な尺度のことである。

４ コーホート調査とは，横断調査の一つであり，時間経過に伴う特定された集団の

変化を把握するものである。

５ ある福祉サービスを利用したことによって生じた調査対象者の変化を明らかにす

る場合，「ある福祉サービス」が独立変数，調査対象者の「ニーズ充足度」「自立度」

などが従属変数となる。
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（精神保健福祉に関する制度とサービス・事例問題）

次の事例を読んで，問題１５３から問題１５５までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ｅさん（２７歳，男性）は，大学卒業後，単身生活をしながら会社員として働いて

いた。残業が続いたある日の帰宅中，最寄り駅で電車を降りたとき，Ｅさんを叱責

する上司の声が聞こえたような気がしたため振り返り，目の前にいた見知らぬ男性

を殴ってしまい，男性に全治２週間のけがを負わせた。周囲の人が警察に通報し，

駆けつけた警察官にＥさんは現行犯逮捕された。Ｅさんは保護観察付き執行猶予判

決を受け，同じ市内にある実家に戻り両親と同居することにした。

実家に戻ったＥさんは自室に閉じこもるようになった。自室に閉じこもるＥさん

を心配した両親は，１年ほど経ったある日，近所の精神科診療所にＥさんを受診さ

せようと思った。話をするためにＥさんの部屋に両親が入ったところ，Ｅさんは突

然大声でどなり父親を殴った後，警察に通報しようとした母親にも背後から殴りか

かった。母親からの通報で駆けつけた警察官にＥさんは現行犯逮捕された。警察の

取り調べを踏まえ，Ｅさんは事件発生当時，心神喪失の状態にあったとして，検察官

は不起訴処分とし，地方裁判所に「医療観察法」による申立てを行った。地方裁判所は

Ｅさんの鑑定入院命令を発し，保護観察所にある職務を行うよう求めた。（問題１５３）

鑑定入院の結果や保護観察所が行った職務などを踏まえた審判の結果，地方裁判

所はＥさんに対して「医療観察法の入院による医療」を言い渡した。

指定入院医療機関での入院医療の開始から１か月ほどしたある日，Ｅさんの退院

後についての話し合いのため，ＥさんやＥさんの両親に加えて，医療機関の担当職

員や保護観察所の社会復帰調整官などが参加したある会議が開催された。（問題１５４）

この会議はその後も定期的に開催された。ある日の会議で，Ｅさんは「仕事をし

たい」と希望を話した。退院して，入院によらない医療を受ける期間になった場合

は，両親の協力を得ながら実家で両親と同居し，日中は自宅から徒歩で通える指定

障害福祉サービス事業所の就労移行支援の利用を検討することになった。また経済

的な負担も軽減できることから，精神障害者保健福祉手帳の申請の受付を担当する

機関の職員に次回の会議で参加してもらうこととなった。（問題１５５）
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問題 １５３ 次のうち，この時点で保護観察所が果たす役割として，適切なものを１

つ選びなさい。

１ 審判への準備

２ 生活環境の調査

３ 生活環境の調整

４ 地域の関係機関との連携

５ 保護司の選定

問題 １５４ 次の記述のうち，この時点での会議の内容として，適切なものを２つ選

びなさい。

１ ＥさんとＥさんの両親から今後についての希望を話してもらう。

２ Ｅさんに治療の必要性についての理解を深めてもらう。

３ Ｅさんの外泊計画を調整する。

４ Ｅさんの退院後の通院先である指定医療通院機関を確定する。

５ Ｅさんに地域の社会復帰施設を紹介する。

問題 １５５ 次のうち，次回の会議に参加する職員の所属する機関として，適切なも

のを１つ選びなさい。

１ 地域生活定着支援センター

２ 地域活動支援センター

３ 保健所

４ 市役所

５ 精神保健福祉センター

― 55 ―



精神障害者の生活支援システム

問題 １５６ 障害の概念及び精神障害者の特性に関する次の記述のうち，正しいもの

を２つ選びなさい。

１ 国際生活機能分類（ICF）では，その対象を障害者と呼ばれる人々に限定し，生

活にかかわるすべての機能を包括的に扱っている。

２ 国際生活機能分類（ICF）では，人間の生活機能と障害について，「心身機能・

身体構造」「活動」「参加」の３次元と，それらの背景因子となる「健康因子」「個

人因子」から構成される。

３ 精神障害者の社会復帰及び社会参加を考えるとき，強さや長所を有する可能性が

ある人としてみるストレングスモデルでとらえることが重要である。

４ 精神障害者の特性として，疾患と障害の併存があげられるが，前者は幻覚・妄想

などの陽性症状であり，後者はひきこもりなどの生活障害がある。

５ 精神障害の仲間同士の交流や社会生活技能訓練（SST）を行うことで，日々の生

活の対処能力を高めることにつながる。

問題 １５７ 「平成２６年版障害者白書」（内閣府）における精神障害者の現状に関する

次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ ２０１１年度（平成２３年度）国民医療費による精神科医療費の内訳では，入院外費用

が入院費用を上回っている。

２ 人口千人当たりの精神障害者の数は，身体障害者や知的障害者の数を上回ってい

る。

３ 外来の精神障害者の年齢階層別の内訳では，６５歳以上は４割を超えている。

４ 精神障害者保健福祉手帳の所持者は６５歳未満の男性では２０万人以上を超えてい

る。

５ ２０１３年度（平成２５年度）のハローワークを通じた障害者の就職件数は，精神障害

者の件数が増加しているものの，身体障害者の就職件数には及ばない。
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問題 １５８ 居住支援制度に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 「住宅入居等支援事業（居住サポート事業）」は市町村地域生活支援事業の一つ

であり，２０１３年（平成２５年）４月時点で，全国の市町村のうち，約４０％の市町村が

実施している。

２ 共同生活援助（グループホーム）の入居者は，介護サービスを利用できない。

３ 公営住宅法では，「障害者総合支援法」に規定する共同生活援助を行う事業，老

人福祉法に規定する認知症対応型老人共同生活援助事業などを運営する社会福祉法

人等による公営住宅の使用が認められている。

４ 精神障害者を対象としたグループホームは，１９８８年（昭和６３年）の精神保健法施

行時に初めて法定化された。

５ 共同生活援助（グループホーム）は，２０１４年（平成２６年）４月からの共同生活介

護（ケアホーム）との一元化を受け，対象が障害支援区分１以上の者とされている。

（注） 「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律」のことである。
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問題 １５９ 行政機関の業務に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 精神保健福祉センターには精神保健福祉相談員が任意必置であったが，２０１３年

（平成２５年）の「精神保健福祉法」の一部改正により，必置義務に変更となった。

２ 市町村長は精神保健指定医の診察の結果，緊急に入院を必要とするにもかかわら

ず，本人の同意が得られない場合，家族等の同意を取って応急入院指定病院に移送

することができる。

３ 「障害者総合支援法」に規定する障害福祉サービス，社会福祉法に規定される日

常生活自立支援事業の利用相談，申請は市町村である。

４ 精神保健福祉センターは，保健所及び市町村が行う普及啓発活動に対して専門的

立場から協力，指導及び援助を行う。

５ 自殺防止対策は，市町村の精神保健福祉相談員が中心となって担っている。

（注）１ 「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神保健福祉に関する法律」のこ

とである。

２ 「障害者総合支援法」とは，「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

援するための法律」のことである。
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問題 １６０ 相談者Ｆさん（４５歳，女性）は，隣町に住む母と弟のことで保健所に相

談に来た。母は７６歳で，最近認知症の症状が出てきている。弟Ｇさんは４０歳で，大

手機器メーカーに勤務していたが，２年前にうつ状態に陥り，現在は自宅にこも

りっきりの生活が続いている。医療にはかかっていないとのことである。父親は７

年前に他界しており，現在は母と弟の二人暮らしである。Ｆさんは時々，二人の様

子を見に実家に訪れ，家事などを行っている。母はあまり他人が家に入ることを好

まないため，今のところ福祉サービスにつなげられていない。近隣の付き合いはほ

とんどなく，ほかに頼れる親戚もいないため，Ｆさんは何かあったらどうしようか

と心配だという。保健所の精神保健福祉士は，Ｆさんの不安な気持ちを受け止め，

利用できそうな制度等について話をした。

次の記述のうち，精神保健福祉士の対応として，適切なものを１つ選びなさい。

１ 今すぐに介護保険のサービスを導入する必要がある旨を助言する。

２ 母の認知症疾患について相談するには地域活動支援センターがよい旨を説明す

る。

３ Ｇさんの医療の必要性について助言するとともに，自立支援医療について説明す

る。

４ Ｇさんの病状悪化時については，移送制度を利用して精神科病院に入院させる方

法があるので，安心するよう伝える。

５ Ｇさんにはグループホームに入居してもらい，現状の問題を解決していくことを

助言する。
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（精神障害者の生活支援システム・事例問題）

次の事例を読んで，問題１６１から問題１６３までについて答えなさい。

〔事 例〕

Ａさん（３４歳，男性）は自動車会社に営業職として勤務しているサラリーマンで

ある。元来几帳面で面倒見のよいＡさんは，今までの営業成績や人柄を見込まれて

主任に抜擢された。Ａさんは従来の業務に加え，主任としての管理業務や部下，新

人の教育等と徐々に勤務内容や業務量に負担を感じるようになった。特にＡさんは

新人職員や部下に注意したあとで「もっと他の言い方や伝え方があったのでは」と

自分を責めることが多く，その悩みについて上司や同僚に相談することができな

かった。

やがてＡさんは，不眠や焦燥感，頭痛などの身体症状を感じるようになり，集中

力が低下し，会議での報告内容をまとめられない，部下に間違った指示を与えるな

どミスが目立つようになり，無断欠席や遅刻も続くようになった。そのようなとき

にはひどく自己嫌悪に陥り，このまま消えてしまえたらいいという思いも出現する

ようになった。

見かねた上司のＢさんに勧められ，Ａさんは精神科病院を受診し，心身の休養の

ため１か月間入院することになった。同時に精神科の主治医やＢさんと相談し，退

院後１年間の休職をすることになった。

Ａさんは精神科病院への入院や通院を通し，徐々に不眠や焦燥感，集中力の低下

など症状が改善したと感じるようになり，一刻も早く仕事へ復帰したいとの意欲が

湧いてきた。また仕事を休むことで，会社や上司，部下に負担をかけているのでは

と悩むようになった。休職から２か月たち，Ａさんは病院の担当のＣ精神保健福祉

士に今後の復職について相談した。（問題１６１）

前回の相談から６か月が過ぎた頃，Ａさんは主治医とＣ精神保健福祉士に勧めら

れ，Ｒ機関が実施している精神障害者総合雇用支援事業を利用することになった。

（問題１６２）

Ａさんは，Ｒ機関のＤ精神保健福祉士と面接を重ね，利用している事業のなかか

ら会社への復職を支援するリワーク支援を受けることになった。（問題１６３）
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問題 １６１ 次の記述のうち，この時点でのＣ精神保健福祉士がＡさんに行う支援と

して，最も適切なものを１つ選びなさい。

１ 特定求職者雇用開発助成金の利用を勧める。

２ 精神障害者保健福祉手帳の取得を勧める。

３ 休職期間は１年間であるので，今はあせらずじっくり休むように助言する。

４ 精神障害者雇用トータルサポーターを紹介する。

５ Ａさんの了解を得て，今後の復職に向けて検討する場を設定する。

問題 １６２ 次の記述のうち，精神障害者総合雇用支援事業を行うＲ機関の役割や業

務内容について，適切なものを１つ選びなさい。

１ Ｒ機関では，就業支援担当者と生活支援担当者が協力して，就業面と生活面の一

体的な支援を行う。

２ Ｒ機関では障害者職業訓練コーディネーターを配置して，個々の障害者に対応し

た職業訓練を実施している。

３ Ｒ機関では，職場適応援助者を事業所に派遣し，精神障害者と事業所の双方に対

して，雇用の前後を通じて直接的，専門的な支援を行う。

４ Ｒ機関では，障害者向けの求人を開拓しており，一般求人の障害者求人への転換

を事業所にはたらきかける業務を行う。

５ Ｒ機関では，職業能力開発校や医療機関などと連携し，広範囲の地域において，

職業リハビリテーションサービスを提供する。
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問題 １６３ 次の記述のうち，当面Ａさんに行われるリワーク支援について，適切な

ものを２つ選びなさい。

１ 個人情報があるので，事業所にはＡさんの病状については極力伝えない。

２ Ａさんの症状の再燃を軽減するためアサーション・トレーニングを行う。

３ Ａさんのこれまでの業務量や職務内容，当面の出勤のペースなどを分析して，本

人や事業所に助言を行う。

４ 作業を中心とした部署へのＡさんの異動を目的にして，新しい部署での作業に慣

れるために，作業能力の向上を課題にする。

５ Ａさんに障害者試行雇用（トライアル雇用）を実施することを提案する。
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